
インドネシアの思い出(その 2) 

栗山 旭

II.マカッサル研究所

1. 南セレベスのマカ ッサル

昭和 18年 10月に熱帯林産物の研究に従事するという乙とで，海軍省所属のマカッ

サノレ研究所付となった。研究所には農林水産部，地質鉱物部，環境衛生部などの研究

部門と農場，病院の施設があり，所長は林政学の薗部一郎先生であった。農林水産部

長は柿崎さん(農試出身)，林産科長は小山軍之助さん(林野庁出身)で，科内lとは

原敬造さん他数名がおられ，主iζ森林調査をされていたが，わたしには「木材を乾留

して得られる木タールからクレオソート油を製造する」という仕事を与えられた。乙

の油は胃腸薬クレオソート丸の原料となるもので，作戦上重要な薬品であるから至急

現地lζ行ってもらいたいというが，なかなか飛行使が取れなかった。

翌年2月末K双発フ。ロベラ機 DC-3で羽田を立ったが，途中台北で長く留められ，

マカッサJレ(現ウジュンパンダン)には 3月末 K着いた。台北滞在中に研究所から

の連絡で，前記の仕事が「コウゾ樹皮を厚料とする手すき和紙の製造Jle変更された。

乙の和紙を何に使うのかは不明であったが，当時日本の園内で和紙をコンニャクのり

で張り合わせた風船爆弾を作っていた乙とは知る由もなかったから，火薬を包むのに

使うのかも知れないと思った。早速台湾総督府林業試験場に伺って和紙製造設備を見

学し，本屋を回って外人観光客向けの「和紙J(英文)という小冊子を見つけた。乙

の本iζは写真が多かったので大変役に立った。

マカッサJレはセレベス島の西南にある美しい港町で，研究所は海岸に近い，古い城

壁の中の大きな木造 2階建であった。乙乙 K滞在中lζ東京から，竹ひこを編んだ抄

造用すき貸(す)1枚(新聞紙 1頁大)が送られてきた。 ζれをもって中部セレベス

のマサンパ村K~ 、く。

2. コウゾ手すき和紙と火薬用木炭

マサンパ村は，マカッサルを北上し，パレパレ，パロポを通って約 400km，自動

車で 1泊2日の行程にある。途中にある橋はすべて車が 1台しか通れない幅にな って

いる。小さな橋の材料はし、ずれも黒檀 (Diospyrossp.，カキノキ科)であった。
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村lζ着いて，日本の司政官である県知事と警察署長と現地の郡長に挨拶し，和紙工

場の用地選定のために付近の川を見て回った。和紙作りには奇麗な水が必要だからで

ある。適地として小川に沿った台地上の郡長所有のヤシ林がよいということになり，

0.5 haの土地の借用とヤシの伐採や山の部落民の作業員の雇用などについて郡長に

お願いし，承諾を得た。

工場は幅 6m，長さ 15m，高さ 2.5m の長屋で，柱は丸太，壁は竹，屋根はヤ

シの葉などを材料とし，付近の森から得た。設備のうち，すき舟はパロポの日産農林

事務所iζ，すき桁と乾燥用張板は村の中国系指物職人lζ発注し，叩き台と叩き棒は木

製の手造りである。煮熟かまは 18lのドラム缶を使った。

工場ができ上って，山から数本のコウゾの木 (Broussonetiαsp.，クワ科)を伐

ってきた。径約 lOcm，長さ 3m，樹皮厚 7-8mm位もあり，乙れだけで、かなり

の紙ができそうだ。苦は乙の樹皮を叩き伸ばして，ふんどし，腰巻，敷物などにした

という。まず，樹皮をはぎ取り，7l<で、ぬらして黒い外皮を小万や竹べらで削りとって

川で洗い，白皮とする。乙の白皮と石灰水をドラム缶に入れて煮る。時々水を加えて

1時間もすると液は黒っぽくなる。白皮を引き上げ， 川で洗い，どみを取る。次lζ叩

き台(短かく切った太い丸太)の上にのせて棒でよく叩くとパルフ。がで、き上る。叩解

作業は 4-5時間。石灰は員がらを焼いたもので近くにその工場がある。

パノレブ。を団子11:し，その幾っかをすき舟iζ入れて撹伴すると繊維がバラバラになる。

乙乙でネリ液をまぜると繊維が均質に浮かび上がって静止する。乙の状態ですき上げ

る。竹ひこのすき貨による流しずきの日本の伝統技術は極めてむずかしいといわれて

いるが，乙の場合実際にやってみて均質な紙がなかなかできない乙とがわかった。そ

こでその時にと思って持ってきた蚊除け用の金網(1m/m目)を竹貨の代わりに使

ってみた所，わずか数回の練習で均質な紙をすくことができた。早速すき網を 50枚

作り，その上湿紙の脱水と張板による乾燥工程を省いて，すき網のまま湿紙を天日lζ

乾かすことにして能率を上げ，女の作業員でも 1日当たり 100枚以上の紙を作る乙と

ができるようになった。

ネリの粘液ICは，はじめ手近にあるバナナの葉柄を切ってでる粘液を使ってみたが，

全く駄目で，次IC作業員の監督(マンドノレという)1乙乙のような粘液をだす樹をさが

すよう頼んだ所翌日ツル植物の茎をもってきた。乙の粘液はよいネリであった。

約2か月間の試行生産を行って和紙製造の各工程が数名の作業員だけで何とか軌道

IC乗った。そこで叩解工程の動力化を考えて，まず小川の上流から工場まで溝を堀り，

水を導いて水車を動かすことを計画した。水車の材料は日産農林にお願いし，導水溝

の堀削を進めていたところ研究所本部から次のテーマとして「黒色火薬用木炭の製造J

も行うよう命令され，その応援のために木曽山林出身の青木徳造さんと飯山さんがき

てくれた。

製炭場はパロポの方へ 5km位歩いた所の約 2haの草原で，奥i乙森とJlIがあり，

近くに人家はなく，炭やきに都合のよい場所である。そ乙 IC高床式の家を作る。

火薬用木炭は，日本ではヤナギやハンノキの材を使う。乙乙では Hibiscussp. 
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(アオイ科)や Alstoniαsp.(キョウチク卜ウ科)の軽軟材がよいと思われ，これ

らの材を伐採し，長さ 1mK.調材，剥皮し，はし、積みして約 1か月乾燥する。一方

30俵出しの土がま 1基を作る。

この炭がまはいわゆる初がまであるから，かまの乾燥には 4-5日かけるつもりで

煙突口をどく小さくして口焚きを行った。 2日目の夜まで無事に経過したので，その

ままの状況にして村の宿舎に帰ったのである。ところが夜中になって天井の前の一部

が乙われて火が吹いたと知らせがあった。現場にかけつけ，土をかけて無事消火した

が，作業員たちはびっくりしたようだ。この辺では炭がまも炭も見た乙とが全くない

からだ。翌日天井を全部乙わして，焼土lζセメントを混ぜ，再び天井を作り直したと

乙ろ今度は成功した。初めからセメン卜を混ぜればよかったかも知れない。

10月頃となり，日本の園内では石油不足で，航空燃料の原料として松根油が大量

に必要となり，そのための要員として至急帰国せよとの連絡があった。しかし，和紙

と木炭の生産が軌道に乗ってきたときにこの村を離れるのはし、かにも残念である。す

でに敗戦の色が濃く，舟も飛行機も残り少なく，いつ帰還で、きるか分らない状況であ

ったが，帰国については断った。しばらくして，マサンパ工場の生産は青木，飯山の

2人にお願し、してマカッサノレに帰る。乙の時もち帰った木炭を原料にした黒色火薬の

試験結果は良好とのことであった。

3. 樹皮染料と船底塗料(パンジェルマシン)

昭和 20年K入って研究所は本部を縮少し，ジャワとカリマンタンに分散する。わ

たしの他数名がパンジェルマシン駐在となり， 40トンの漁船でマカッサル海峡を渡

る。静かな航海で， 3日目 ζ ろ船員さんが大きな海カ メをつかまえ，夕食は太い足の

肉のカメ汁となったが，油っ乙くてうまくはなかった。パンジェノレマシンでは，民政

府の役所K，K. Heyneの「インドネシアの有用植物(オランダ語)Jの厚い本とブ

リキ缶に入ったさく葉標本があって毎日これらを見ていた。 しばらくして，柿崎部長

と原さんらが来られ，市民の白いシャツの国防色染色と木造船 (500トン)の船底塗

料の研究を原さんと行う。

染色はマンゴ (Mαngiferαsp.，ウルシ科)樹皮の浸出液(黄褐色に染色)を使い，

媒染剤は明ばんや硫酸第一鉄を用いたが，一般市民のためには泥，果汁，木灰などを

試みるべきであった。船底塗料には防虫性のあるターノレがよかろうと思い，ガソリン

代替燃料を作っていたゴム乾留工場からゴムタールを得て，これに硫酸銅の粉末をま

ぜたが，船lζ塗るときに流動性をよくするために暖める必要があった。乙れが実際l乙

使われたかどうか分らない。

4. 終戦

3月lζ硫黄島全滅，東京大空襲， 4月K米軍が沖縄に上陸し，東南アジア地域は孤

立状態になる。 5月になり，研究所職員と民間人数十名が中部カリマンタンの奥地に

入って農場を開き自活生活をするよう fC:いわれ，いよいよ日本は駄目かと思った。柿
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崎さんが隊長となり，数か月分の食糧と野菜や豆類の種子や牛をつれて山iζ入り，畑

を作った。

8月 16日の午後パンジェノレマシンの民政府から連絡があり，昨日天皇の終戦詔勅

が日本のラジオで放送されたという。9月中旬lζ山を下り，パンジェ Jレマシンの収容

所に入る。その後パ リックノfパンに移動 し， 翌年6月iζ日本に帰還した。

新刊紹介川川

①ソロモン諸島の寄生菌類，細菌類および藻類 (MCKENZIE，E. H. C. & JACKSON， 

G. V .H.: The Fungi， Bacteria and Parasitic AIgae of Solomon Islands. F AO 

Field Document 11， 287 pp.， 1986 南太平洋諸国政府地域プロジェク ト)

本誌第 6号 62ページに紹介したように，太平洋に散在する多くの島般国家の植物

病害や植物寄生性生物(微生物とやどり木)の調査は， FAOの援助の下で，オース

トラリアやニュージーランドの研究者の協力をえて精力的κ行われている。今回，新

たにソロモン諸島の調査結果が，フィジーにある南太平洋委員会と FAOの共同製

作として刊行されたので紹介する。

著者の7 ッケージ一博士はニュージーランド農工省植物防疫部の研究者で，前回紹

介した南太平洋諸国の植物病原微生物調査報告lζ も共著者として参加 している。もう

ひとりのジャクソン博士はフィジーの植物保護プロジェク トに席をおく研究者であるo

本書の中には 46属の木本縞物上iζ306種の病害が記録され，次lζ各病原乙とに病

徴，伝染方法，分布，文献が採録されて，利用者にとっては単なる病原 リストではな

く，最後にまとめられた文献とともに，利用価値の高いものになっている。なお，乙

乙にあげられた病原体には土着のものとは考えられないものがかなり含まれており，

宿生植物の移動とともに運ばれた，いわゆる侵入病害(病原体)の実態を示すものと

して興味深い。 (小林享夫)

熱帯林業 No.9 (1987) 49 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




